
夏を乗り切り、安定供給を
揺るぎないものに──舞鶴発電所
引き続き原子力のない夏を迎える関西電力。
節電定着などにより一定程度の需要減少が見込まれ、
今夏は予備率8.2％を確保できる見通しだが、
安定供給を担う火力発電所にとって緊張を強いられる夏で
あることに変わりはない。高需要期に備え
万全のメンテナンスに挑む舞鶴発電所保修員の仕事を追った。
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取り外した２次再熱器出口管寄せ

覗き窓から燃焼状態を確認

ボイラの周囲を覆うバーナ蒸発管パネル。
運転中は灰の付着状況確認も行う、とボイラ主任の真砂勝

今回の定検で取り替えた新しい２次再熱器出口管寄せを確認する酒井誠

作業環境改善に必要な空気を送り込むファンの設置

脱硝触媒の状況を確認する酒井

力
は
安
定
供
給
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
で
あ
る
だ
け
に
、
少
し
で
も
早
く

発
電
を
再
開
し
、
お
客
さ
ま
に
電
気
を
安
定
的

に
お
届
け
し
た
い
」（
真
砂
）。
そ
れ
に
は
安
全

上
の
施
工
要
領
の
確
実
な
チ
ェ
ッ
ク
を
大
前
提

に
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
工
事
で
あ
る
蒸
発
管
取
替

や
２
次
再
熱
器
出
口
管
寄
せ
取
替
に
つ
い
て
、

手
順
見
直
し
や
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
評
価
と
事

前
対
策
な
ど
工
程
を
細
か
く
詰
め
る
こ
と
で
、

工
期
を
最
大
限
短
縮
し
た
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
工

程
」
で
定
検
に
着
手
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
蒸
発
管
パ
ネ
ル
の
劣
化
が
予
想
以

上
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
。
検
討
の
結
果
、

追
加
取
替
が
必
要
に
な
り
、
工
期
延
長
せ
ざ
る

を
得
な
い
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
想

定
、
事
前
準
備
も
十
分
行
っ
て
は
い
た
が
、
そ

れ
で
も
「
運
転
を
停
止
し
、
ボ
イ
ラ
を
開
け
て

み
て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
も
あ
る
」
と
真
砂
。

そ
れ
ほ
ど
腐
食
状
況
が
読
め
な
い
の
が
石
炭
焚

き
ボ
イ
ラ
補
修
の
難
し
さ
だ
と
い
う
。

　
「
工
程
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」
の
役
割
も
担
う

真
砂
は
協
力
会
社
や
メ
ー
カ
ー
と
入
念
な
打
合

せ
を
行
い
、
増
員
手
配
を
は
じ
め
、
毎
日
炉
内

に
足
を
運
び
工
程
を
確
認
。
昼
夜
２
交
替
の
作

業
手
順
の
ム
ダ
を
見
極
め
改
善
し
た
結
果
、
な

ん
と
か
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
工
程
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

石
炭
焚
き
の
ボ
イ
ラ

　
「
ご
安
全
に
」「
ご
安
全
に
」、
作
業
服
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
行
き
交
う
人
が
み
な
挨
拶
を
交
わ

し
な
が
ら
足
早
に
現
場
に
向
か
う
─
─
舞
鶴
１

号
機
は
定
期
点
検
（
以
下
、
定
検
）
中
だ
っ
た
。

２
月
末
か
ら
進
め
て
き
た
定
検
は
主
要
工
程
を

ほ
と
ん
ど
終
え
、
夏
の
需
要
期
を
前
に
最
終
調

整
に
入
っ
て
い
た
。

　

前
の
定
検
か
ら
２
年
、「
今
回
は
点
検
整
備

規
模
が
大
き
い
」。
口
々
に
語
る
の
は
、
保
修

課
ボ
イ
ラ
主
任
の
真
砂
勝
と
、
同
じ
く
ボ
イ
ラ

担
当
の
酒
井
誠
だ
。
２
人
は
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
と

姫
路
保
修
セ
ン
タ
ー
の
定
検
専
門
チ
ー
ム
と
し

て
石
油
や
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
火
力
で
場
数
を
踏

ん
だ
あ
と
、
舞
鶴
に
着
任
。
火
力
発
電
の
主
要

機
器
は
ボ
イ
ラ
と
タ
ー
ビ
ン
だ
が
、
２
人
と
も

「
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
」ボ
イ
ラ
経
験
が
長
い
。

　

舞
鶴
発
電
所
は
関
西
電
力
唯
一
の
石
炭
火
力
。

石
炭
を
燃
え
や
す
い
微
粉
炭
に
し
て
ボ
イ
ラ
内

で
燃
や
す
こ
と
で
約
６
０
０
℃
の
高
温
高
圧
蒸

気
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
の
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
翼

を
回
し
て
発
電
す
る
。
ボ
イ
ラ
内
部
の
温
度
は

約
１
５
０
０
℃
。
タ
ー
ビ
ン
に
比
べ
機
器
の
傷

み
が
激
し
い
上
、
石
炭
火
力
は
石
油
や
ガ
ス
に

比
べ
る
と
石
炭
灰
に
よ
る
機
器
の
摩
耗
や
目
詰

ま
り
が
著
し
く
、
燃
料
中
の
硫
黄
分
が
高
い
た

め
硫
化
腐
食
も
起
き
て
し
ま
う
。

　

現
在
、
法
定
点
検
は
ボ
イ
ラ
が
２
年
に
１
回
、

タ
ー
ビ
ン
は
４
年
に
１
回
で
、
ガ
ス
火
力
な
ど

の
ボ
イ
ラ
は
設
備
の
状
況
次
第
で
４
年
ご
と
へ

周
期
延
長
で
き
る
が
、
石
炭
火
力
の
場
合
は
燃

料
特
性
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、
延
長
は
難

し
い
と
い
う
。

大
が
か
り
な
設
備
取
替

　

高
さ
66
ｍ
、
幅
28
ｍ
の
巨
大
な
ボ
イ
ラ
。
そ

の
周
囲
を
バ
ー
ナ
蒸
発
管
が
ぐ
る
り
と
取
り
囲

み
水
冷
壁
を
構
成
し
て
い
る
。
真
砂
は
今
回
こ

の
蒸
発
管
パ
ネ
ル
の
取
替
を
担
当
し
た
。
油
焚

き
や
ガ
ス
焚
き
な
ら
運
転
開
始
か
ら
運
転
終
了

ま
で
１
度
も
取
り
替
え
な
い
で
済
む
こ
と
も
珍

し
く
な
い
設
備
だ
が
、
石
炭
は
違
う
。
２
年
前

の
定
検
時
に
、
蒸
発
管
の
摩
耗
や
硫
化
腐
食
が

進
ん
で
い
る
部
分
を
２
３
０
㎡
取
り
替
え
た
が
、

今
回
も
３
５
０
㎡
の
取
り
替
え
を
想
定
。
腐
食

状
況
に
応
じ
て
順
次
取
り
替
え
る
わ
け
だ
が
、

万
一
、
次
回
の
定
検
ま
で
も
た
ず
蒸
発
管
が
破

損
し
蒸
気
の
漏
洩
に
至
る
と
、
補
修
工
事
で
発

電
所
を
20
日
程
度
止
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

電
力
安
定
供
給
の
面
で
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ス
ト

面
で
も
影
響
が
大
き
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、
次

回
の
定
検
ま
で
の
設
備
信
頼
性
を
高
め
る
た
め

８
０
０
㎡
分
に
腐
食
対
策
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
も

実
施
。

　

一
方
、
酒
井
は
ボ
イ
ラ
上
方
の
２
次
再
熱
器

出
口
管
寄
せ
（
約
１
０
０
０
本
の
管
を
１
カ
所

に
集
合
・
分
配
す
る
設
備
）
と
い
う
長
さ
14
ｍ

重
量
20
ｔ
の
大
型
設
備
２
基
の
取
替
を
担
当
。

３
５
０
ｔ
ク
レ
ー
ン
で
設
備
の
荷
揚
げ
か
ら
ボ

イ
ラ
内
へ
の
搬
入
、
そ
し
て
取
替
、
と
慎
重
に

進
め
た
。
管
寄
せ
の
金
属
材
料
の
許
容
応
力
が

見
直
さ
れ
、
余
寿
命
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
か
ら

取
替
に
至
り
、
建
設
以
来
誰
も
経
験
の
な
い
工

事
に
酒
井
が
初
め
て
挑
ん
だ
と
い
う
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
工
程
で
行
こ
う

　

今
回
の
定
検
は
従
来
以
上
に
大
が
か
り
な
も

の
だ
が
、
工
期
の
短
縮
に
も
挑
戦
。「
石
炭
火
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新
兵
器
登
場

　

さ
ら
に
今
回
は
新
兵
器
も
投
入
。
各
所
に
固

定
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ム
ダ
な
動
線
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
を
装
着
し
た

作
業
員
が
炉
内
に
入
り
腐
食
状
況
な
ど
の
映
像

を
執
務
室
の
モ
ニ
タ
に
送
信
。
高
さ
66
ｍ
の
ボ

イ
ラ
上
部
の
修
繕
状
況
を
ド
ロ
ー
ン
で
確
認
す

る
な
ど
の
検
証
を
開
始
。
今
後
の
定
検
で
の
作

業
効
率
改
善
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

日
々
の
地
道
な
点
検

　

彼
ら
保
修
員
の
仕
事
は
な
に
も
定
検
時
だ
け

で
は
な
い
。
運
転
中
も
現
場
を
回
る
。
火
炉
の

覗
き
窓
か
ら
燃
料
の
燃
焼
具
合
を
確
認
。
火
炎

を
直
接
見
る
と
目
を
傷
め
る
の
で
フ
ィ
ル
タ
ー

を
か
ざ
し
て
確
認
し
、
時
に
は
灰
の
掻
き
出
し

も
行
う
。

　
「
舞
鶴
１
号
機
は
90
万
kW
。
１
基
止
ま
れ
ば

予
備
率
が
３
％
下
が
る
。
今
年
の
夏
は
８
・
２

％
と
や
や
余
裕
の
あ
る
見
通
し
だ
が
、
一
旦
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
る
と
た
ち
ま
ち
厳
し
く
な
る
」

と
酒
井
。
そ
の
た
め
運
転
中
も
日
常
点
検
に
よ

っ
て
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
・
早

期
復
旧
に
努
め
る
こ
と
は
当
然
な
の
だ
と
。

２
年
連
続
運
転
を
達
成
し
た
い

　

真
砂
は
言
う
。「
我
々
火
力
マ
ン
の
使
命
は
、

良
質
な
電
気
を
つ
く
り
、
お
客
さ
ま
に
安
定
し

て
供
給
し
続
け
る
こ
と
。
特
に
石
炭
火
力
は
ベ

ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
だ
か
ら
１
分
１
秒
で
も
長
く

発
電
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ト
ラ
ブ
ル
等
で
止

め
て
は
い
け
な
い
」
と
。
真
砂
た
ち
の
目
標
は
、

次
回
定
検
ま
で
の
「
２
年
連
続
運
転
」
の
達
成

だ
。
し
か
し
そ
ん
な
真
砂
ら
の
思
い
と
は
裏
腹

に
発
電
所
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
起
き

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
イ
ラ
チ

ー
ム
17
人
全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と

で
そ
う
し
た
危
機
を
乗
り
切
っ
て
い
く
。「
そ

こ
が
仕
事
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
こ
の
チ
ー
ム
の

素
晴
ら
し
さ
だ
」
と
真
砂
は
言
う
。

安
定
供
給
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に

　

１
号
機
は
６
月
下
旬
、
試
運
転
を
行
っ
た
あ

と
通
常
運
転
に
入
る
。「
夏
を
乗
り
切
り
２
年

連
続
運
転
を
達
成
、
安
定
供
給
を
揺
る
ぎ
な
い

も
の
に
し
た
い
」。
２
人
は
そ
う
言
っ
て
空
を

見
上
げ
、「
さ
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
」
と
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
に
戻
っ
て
行
っ
た
。

　

見
上
げ
る
と
西
の
空
に
未
だ
沈
ま
ぬ
太
陽
が

あ
っ
た
。
暑
い
夏
に
な
り
そ
う
だ
。
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微粉炭機ローラーも最終チェック

取材・編集／田窪由美子

題字　森　詳介（関西電力株式会社 相談役）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
国内外で活発化するM&Aのニュースに事業の新陳代謝の高ま
りを認識し、ホテルのフロントにロボットがいたり囲碁の勝負で人
間がAIに負けたりすると、ふと自らの仕事の行く末が案じられる
今日この頃──今号のテーマは「事業変革」です。
後藤康浩さん、長山浩章さん、藤沢久美さんにお集まりいただい
た［鼎談］では、企業の持続的成長に向けた変革課題を考えると
ともに、続く［オピニオン］では、5人の識者・専門家に、事業変革
に関する提言をいただきました。

［かんでんFOCUS］では、電力小売全面自由化など経営環境
が大きく変わるなかでの「関西電力グループ中期経営計画」を
紹介。併せて関西電力の事業変革の足跡も辿りました。
また［現場力⤴最前線］では、夏を乗り切るため万全のメンテナ
ンスに挑む舞鶴発電所保修員の仕事を追いました。
いよいよ7月、夏本番。電力パーソンにとっては安定供給へ一瞬
たりとも気を抜けない季節ですが、海や山が恋しくなる季節でも
あります。舞鶴市に隣接する福井県高浜町の若狭和田ビーチは
先頃、アジア初のブルーフラッグ認証を取得。［旬発 NIPPON］
で採りあげました。
変革を迫る厳しいビジネスの合間に、美しいビーチ・青い海で、
ほんのひととき心と身体を遊ばせたい。そんな思いで、新しい

『躍』をお届けします。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／松倉克浩
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
企画／編集●株式会社エム・シー・アンド・ピー

今号の取材は2016年5月25日までに実施したものです。


